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～グリーンリボンは移植医療のシンボルです～

鳥取県臓器・アイバンクでは、移植医療を県民の皆様にご理解いただくための普及啓発活動や、
県内の医療施設における移植医療に関する院内体制整備の支援、

円滑な臓器提供および臓器移植のための各関係機関との調整を行っています。
2020年度の活動をご報告します。

移植を受けた子ども達の作品展を開催しました移植を受けた子ども達の作品展を開催しました

移植を受けた子ども達の、ドナーの方やご家族、支援をしてくださっ
た皆さんへの感謝の気持ちを表現した絵画や習字、作文と、全国移
植者スポーツ大会に参加している移植者の写真を展示しました。

● 臓器移植のことについては知っていたり、学んだりしていたが今回初めて知ったことも多かった。実際に移植をした子どもたち、その
家族の話を見ると考えさせられることがあった。私自身はしても良いと思っているが、家族とはあまり話し合ったことがなかったので
これを機会に話してみようと思った。

● 大切な人生の中、作品を作ったことの思いが伝わってきました。
● 毎回楽しみにしています。生きる喜びとドナーへの感謝があふれていてこちらも元気をもらいます。来年も楽しみにしています。
● 移植を受けられたことによって小さな命が救われたり、元気な日常を取り戻すことができ良かったと思います。みなさんの作品を見
れた事で胸が熱くなる思いです。移植を受ける側、提供される側、いろんな思いや困難を乗り越えられたのだと思います。

● 自分の体と向き合える子ども達の心の強さと支えられている親御さんの姿があり感動しました。私自身、身体が丈夫ではなくて、
年々体が動かなくなり（持病により）この作品展を見て私も生きている今を大切にしようと思いました。

● 移植を受けて元気になられた方々の生きる喜びを強く感じました。
● 生きることのすばらしさ力強さを感じました。

発行元 公益財団法人 鳥取県臓器・アイバンク
 〒683-8504　米子市西町36番地の１（鳥取大学医学部内）

TEL ／0859-34-4809　FAX／0859-31-9130　ホームページ：http://www.zouki-t.net

7/15～7/22 （8日間） とりぎん文化会館
7/  2～7/  9 （8日間） 倉吉未来中心
7/29～8/  5 （8日間） イオンモール日吉津

来場者の方の感想

読売新聞、日本海新聞、山陰中央新報に取材記事を掲載していただきました。
NHK鳥取放送、中海テレビコムコムスタジオニュース内で紹介をしていただ
きました。

子ども達の希望のあふれる作品とスポーツを楽しむ移植者の写真を通して、いのちの尊さや生きるよろこびなど多くのメッセージをご覧いただきました。
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鳥取県臓器・アイバンクだより鳥取県臓器・アイバンクだより



グリーンリボンデーの10月16日から
移植医療のシンボルカラーのグリーンに
ライトアップしました
日 時  10月16日～23日　18時～23時　
場 所  鳥取駅前北口（風紋広場・ケヤキ広場）
　　　米子駅前（米ッ子合掌像）

家族や大切な人と「移植」について、「いのち」について話し
合い、お互いの臓器提供に関する意思を確認する記念日

＊グリーンリボンデー

グリーンライトアップを実施しました

鳥取県院内移植コーディネーター会議を開催しました　

出前講座を実施しました

ラジオ放送で情報発信しました

● 臓器移植という言葉はよく聞きますが、今まで真剣に考えたことがありませんでした。　　　　　　　　　　　　
身近な人の命に関わる事態になった時、他人ごとではいられなくなるんでしょうね。

● 様々な人の努力のおかげで助かる命がある。今夜家族で話し合いたいと思います。
● 意思表示している人、そんなに少ないの？小さなときから教育を徹底すべきだと思います。
● 臓器移植の意思表示は優しさだったり思いやりですね。大切なことだと思います。
● 重いお話。今までは考えることがなかったことです。でも大切なことだと思います。
● 臓器提供について少しだけ、理解することができました。素晴らしいことだと思います。

 ●10月１日（木）　

BSSラジオ「あさスタ♪」に臓器移植コーディネーターが出演し、ライト
アッププロジェクトの紹介と臓器移植についてお話をしました。

 ●10月12日（月）　　　

BSSラジオ「午後はドキドキ！」内で、臓器移植に関するクイズを２問出
題し、220名のリスナーがクイズに回答してくださいました。臓器移植
コーディネーターがクイズの解答と臓器移植についてお話をしました。

① 運転免許証　②パスポート　③健康保険証 ①３人に1人　②8人に1人　③12人に1人

クイズ

・鳥取大学医学部医学科
・米子医療センター附属看護学校
・鳥取県中部医師会附属倉吉看護専修学校

・鳥取県立倉吉総合看護専門学校
・鳥取県東部医師会附属鳥取看護高等専修学校
・鳥取県立日野高等学校

第1問 第2問臓器提供について意思表示ができない証明書は？ 臓器提供について自分の意思を表示している人の割合は？

● 知らないことをたくさん知ることが出来てよかった。
● 単に臓器提供意思表示カードに自分の意思を示しておくのではなくて、
一番大切なのは元気な時から、家族内で臓器提供について話し合い、お
互いの意思を確かめ合っておくことだと感じた。

● 自分や家族にもしものことがあるかもしれないので、自分の意思が尊重さ
れるため、家族の意思を尊重するために話し合いたいと思った。

● 今回の講義を聴いて、命の大切や、生きていくことがどんなにすばらしい
ことなのか理解することが出来た。

● 普段から移植のことを家族と話し共有したり、考えたりすることが大切だ
と感じた。そして自分の意思を伝えていくことが必要だと感じた。

● ドナーもレシピエントも、その家族も本当に複雑な思いがあるんだなと　
改めて感じた。

実施
機関

県内7施設の院内移植コーディネーターを対象とした会議を開催しました。

日 時  令和2年7月6日　 14時～16時
内 容 1. 鳥取県院内移植コーディネーター委嘱状交付式

2. 講演：「未来へ向かう医療」～奄美大島での臓器提供を経験して～
　　　　香川大学医学部附属病院救命救急センター　中村 健太郎 先生
　　　 「角膜移植について」　
　　　　鳥取大学医学部附属病院視覚病理学教室  教授　井上 幸次 先生

第21回鳥取県院内移植コーディネーター会議

日 時  令和3年3月4日　 13時30分～16時
内 容 1.報告：「臓器提供に関する院内体制整備と1年間の活動報告」　鳥取県院内移植コーディネーター

2.報告：「令和2年度の活動について」　鳥取県臓器移植コーディネーター
3.講演：「高松赤十字病院における脳死下臓器提供施設の院内体制」～2症例を経験して～
　　　　高松赤十字病院看護部 副看護部長 林 美紀 先生　　高松赤十字病院看護部 看護師長 十川 美香 先生
4.報告：「コロナ禍における臓器提供の現状」　日本臓器移植ネットワーク 清水聡子臓器移植コーディネーター

第22回鳥取県院内移植コーディネーター会議

鳥取県臓器移植コーディネーター

資料代、講師料、交通費など費用のご負担はありません

電話、または裏面の申込用紙に必要事項をご記入の上
FAXよりお申込みください。

内　　容

講　　師

費　　用

お申込み方法

対象の方

講座後の感想

県内の学校（中学校、高等学校、専門学校、大学）の授業の一コマとして・・・
地区会・PTA・事業所・医療機関などの研修会で・・・

臓器移植の現状
意思表示の方法
4つの権利 （臓器提供する、臓器提供しない、移植を受ける、移植を受けない）
臓器移植に関わる人々の想い　など

講座後の感想

～移植医療を通して、
　　いのちについて考えてみませんか～
鳥取県臓器・アイバンクでは、県民の皆様に移植医療について
理解を深めていただくための普及啓発活動を行っています。

鳥取県米子市西町36-1（鳥取大学医学部内）

時間、内容
オンライン講座など、
ご要望に応じて対応
いたします。

ご相談ください。

命の大切さや、生きていくことがどれだけすばらしいことなのか理解することが出来た。

いろいろと
考える機会に
なった。

もしも……

のことを考
えて、

家族と話し
合いたい

と思った。

家族と話し合って、意思表示をすることは
大切だと思った。

～移植医療を通して、～移植医療を通して、

医療
いのちをつなぐ

出前講座のご案内

知らないこ
とを

たくさん

知ることが
出来て

よかった。

お申込み・お問い合わせ先 TEL: 0859-34-4809　FAX: 0859-31-9130

正解：②パスポート 　　正解：②8人に1人

リスナーの感想

講座後の感想

時間、内容、オンライン講座などご要望に
応じて対応いたします。
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質問
項目

～調査結果～

①認知率・②意思表示率の推移

③臓器提供に対する考え方

④家族との話し合い

①認知率 ②意思表示率
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11% 

当財団では1998年より毎年、臓器提供に関する意識調査を行っております。
ご協力いただき、誠にありがとうございました。（2020年度回答者数800名）
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①健康保険証、運転免許証、臓器提供意思表示カードなどで、臓器提供の意思表示ができることをご存知ですか？
②臓器提供についての意思を記入しておられますか？　　　③臓器提供について、どのようにお考えですか？
④臓器提供について、ご家族とお話をされたことがありますか？

鳥取県の臓器提供に関する意識調査を実施しました鳥取県の臓器提供に関する意識調査を実施しました

皆様からいただきました賛助会費・寄附金は普及活動、事務局運営に必要な経費として支出いたしました。

●団体会員 合計　37団体　740,000 円

合計　75名　196,000 円●個人会員

医療法人社団もりもと 10,000円
浦木誠一 10,000円
野坂　美仁 10,000円
医療法人社団野口内科クリニック 10,000円
鳥取県畜産試験場有志 2,000円
行政書士法人倉敷昭久事務所 100,000円   
 

行政書士法人倉敷昭久事務所 2,011円
 （支援型自動販売機売上手数料）
米子医療センター 42,824円
 （支援型自動販売機売上手数料）

●ご寄附をいただきありがとうございました。（順不同、敬称略）

（順不同、敬称略）

賛助会へのご協力・ご寄附をいただき、ありがとうございました。

県職員　　　37名　  市職員　　　15名　   医師会　　 14名　   一般　　　 5名  　理事・評議員　　　4名

鳥取いなばライオンズクラブ
境港美保ライオンズクラブ
米子ライオンズクラブ
鳥取ライオンズクラブ
鳥取中央ライオンズクラブ
鳥取久松ライオンズクラブ
米子城山ライオンズクラブ
境港ライオンズクラブ
医療法人ふなこし眼科ペインクリニック
社会医療法人明和会医療福祉センター渡辺病院
医療法人社団三樹会吉野・三宅ステーションクリニック
医療法人清生会　谷口病院
医療法人さとに田園クリニック

医療法人上福原内科クリニック　
医療法人真誠会
医療法人滉陽会
武信眼科
鳥取県立厚生病院
医療法人養和会
日野病院組合　日野病院
南部町国民健康保険西伯病院
医療法人社団魚谷眼科医院
医療法人明穂整形外科
さいはく眼科クリニック　
鳥取県済生会境港総合病院
辻田耳鼻咽喉科医院

医療法人萌生会
社会医療法人同愛会
医療法人清和会
日本赤十字社　鳥取赤十字病院
独立行政法人国立病院機構米子医療センター
一般社団法人鳥取県薬剤師会
公益財団法人鳥取県保健事業団
公益社団法人鳥取県医師会
鳥取県腎友会
鳥取信用金庫
公益社団法人鳥取県看護協会

※うち10,000円はアイバンク活動へのご寄附

計　186,835円

この場所には、何も記載しないでください。

収入印紙

課税相当額以上

貼　　　　　付

（ご注意）

印

・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、
運転免許証等、顔写真付きの公的
証明書類のご提示をお願いする場
合があります。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

県内で行われた死後の臓器提供

※累計は1997年度（臓器移植法施行）～2020年度まで

県内の医療機関で行われた移植

献腎移植

角膜移植
（当アイバンク斡旋）

2020年度

12件

82件

0件

2件

累　計 2020年度 累  計

（2020.1～2020.12）

データ：公益社団法人  日本臓器移植ネットワーク

＜臓器移植＞

臓器提供者数 

　脳死下臓器提供 68名

　心臓停止後臓器提供 ９名

臓器移植件数 ３１８名

臓器移植希望登録者数 15,060名

（2020.1～2020.12）データ：
公益財団法人
日本アイバンク協会

＜アイバンク＞

献眼者数 526名

使用眼数 986眼
0件 2件

0件 4件

1件 48件

経　常　収　益 経　常　費　用（単位：円） （単位：円）

2020年度も鳥取県からの補助金、皆様からいただいた賛助会費、ご寄附、角膜等
のあっせん手数料等により活動しましたのでご報告します。（2020年4月1日から
2021年3月31日まで）

2020年度
決算報告

基本財産運用益 196,277
受取賛助会費 936,000
角膜等あっせん受取手数料 400,000
鳥取県受取補助金 12,407,293
(公社)日本臓器移植ネットワーク受取補助金 126,596
(公財)日本アイバンク協会受取補助金 27,105
受取寄附金 186,835
受取利息 155
経常収益計 14,280,261

事業費 12,061,435
臓器バンク 10,242,250
アイバンク 1,819,185
管理費 3,159,171
経常費用計 15,220,606

経常増減額 △940,345

鳥取県の移植事情鳥取県の移植事情

心臓停止後
臓器提供

脳死下
臓器提供

眼球提供
（献眼）

（亡くなられた方
からのご提供に
よる腎臓の移植）

全国の移植事情全国の移植事情

鳥取県臓器・アイバンクだより鳥取県臓器・アイバンクだより
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のあっせん手数料等により活動しましたのでご報告します。（2020年4月1日から
2021年3月31日まで）

2020年度
決算報告

基本財産運用益 196,277
受取賛助会費 936,000
角膜等あっせん受取手数料 400,000
鳥取県受取補助金 12,407,293
(公社)日本臓器移植ネットワーク受取補助金 126,596
(公財)日本アイバンク協会受取補助金 27,105
受取寄附金 186,835
受取利息 155
経常収益計 14,280,261

事業費 12,061,435
臓器バンク 10,242,250
アイバンク 1,819,185
管理費 3,159,171
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（亡くなられた方
からのご提供に
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鳥取県臓器・アイバンクだより鳥取県臓器・アイバンクだより
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公益財団法人
鳥取県臓器・アイバンク

郵便振替　01350-5-92999

団体年会費　一口  20,000円
個人年会費　一口　 2,000円

賛助会員会費

口 座 名 義

振り込み先

　当財団の運営は、基本財産の運用益と皆様からの賛助
会費やご寄附による支援により行っております。当財団の
活動に皆様の温かいご支援をお願いいたします。
　当財団の賛助会員にご加入いただいた場合、特定公益
増進法人への寄附金として、金額により税制上の優遇措置
が受けられます。詳しくは最寄りの税務署へお問い合わせ
ください。

　税制上の優遇措置を受けられる場合には、当財団
発行の領収書と税額控除に係る証明書が必要となり
ますので、お申し付けください。

移植医療に関するお問い合わせ
腎臓移植や死後の臓器提供についてのご相談やご質問など、お気軽にお問い合わせください。（平日８：３０～１７：１５）

公益財団法人鳥取県臓器・アイバンク

広島

公益財団法人
鳥取県臓器・アイバンク

（電話番号　　　　　－　　　　　－　　　　　）

口 座 記 号 番 号 千 百 十 万 千 百 十 円

加
入
者
名

金
額

料
金

通

信

欄

ご
依
頼
人

備
考

日

附

印

通常払込料金
加 入 者 負 担

各
票
の
※
印
欄
は
、
ご
依
頼
人
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※

※

※

※

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号　広第7381号）

払 込 取 扱 票

様

公益財団法人　鳥取県臓器・アイバンク
〒683-8504  米子市西町３６番地の１（鳥取大学医学部内）

TEL0859-34-4809　FAX 0859-31-9130

臓器・アイ

T O

 E B

お問い合わせ（移植医療に関する資料・アイバンク登録・献眼など）

ホームページ http://www.zouki-t.net

これより下部には何も記入しないでください。

0 1 3 5 0 51 3 5 0 50

02

9 2 9 9 9

9 2 9 9 9

千 百 十 万 千 百 十 円

おなまえ
※

通常払込
料金加入
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様
日　  附　  印

口
座
記
号
番
号
加
入
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金

額

ご
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金

備

考

この受領証は、大切に保管してください。

お
振
り
込
み
は
、
右
記
の
用
紙
に
て
最
寄
り
の

郵
便
局
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

おところ（郵便番号　　　　　　　）

おなまえ

1.□　　賛助会費
　　　　　□　個人（1口　 2,000円）　　　　　　　口
　　　　　□　法人（1口　20,000円）　　　　　　　口
2.□　　寄附金　　　　　　　　 円
　　　  使途の指定　無 ・ 有（　　　　　　　　　　　）

振替払込請求書兼受領証


